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や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
地
生
態
学
図
の
 

作
成
と
そ
の
利
用
 

地
生
態
学
図
と
は
 

地
生
態
学
図
と
は
、
生
態
系
を
構
成
 

す
る
自
然
環
境
要
素
（
地
質
、
地
形
、
 

気
候
、
土
壌
、
水
系
、
植
生
等
）
の
成
 

り
立
ち
や
主
に
垂
直
的
な
相
互
関
係
 

（
図
1
）
を
見
な
が
ら
、
生
態
系
（
ェ
 

コ
ト
ー
プ
）
を
統
合
的
に
と
ら
え
よ
う
 

と
す
る
地
生
態
学
（
ge
o
e8
《o
gy
）
の
 

考
え
方
に
基
づ
い
て
、
地
域
を
類
型
化
 

し
地
図
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
似
し
 

た
概
念
に
景
観
生
態
学
図
が
あ
る
が
、
 

こ
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
空
間
 

の
水
平
的
な
構
造
や
パ
タ
ー
ン
に
着
目
 

し
て
区
分
を
行
う
。
い
ず
れ
も
地
域
の
 

自
然
環
境
や
景
観
等
の
特
徴
を
説
明
す
 

る
た
め
の
主
題
図
で
あ
る
。
 

今
回
作
成
し
た
や
ん
ば
る
地
域
の
地
 

生
態
学
図
は
、
自
然
環
境
に
関
す
る
既
 

存
の
地
図
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
 

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画
 
増

澤

 

直
 

地
生
態
学
的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る
ユ
ニ
 

ツ
ト
を
見
つ
け
出
し
、
さ
ら
に
地
域
性
 

や
土
地
利
用
、
景
観
等
を
考
慮
し
た
上
 

で
、
地
域
（
ェ
コ
リ
ー
ジ
ョ
ン
）
区
分
 

を
行
い
、
で
き
る
だ
け
見
や
す
く
使
い
 

や
す
い
よ
う
に
視
覚
化
し
た
も
の
で
あ
 

る
。
本
図
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
自
然
 

生態系の構成要素を－体に 
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図1 生態系の構成要素※ 

環
境
や
法
規
制
等
に
関
す
る
地
図
を
同
 

様
に
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
立
公
 

園
を
含
む
や
ん
ば
る
地
域
全
体
を
俯
瞰
 

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
 

生
態
系
や
景
観
等
の
背
景
や
特
徴
が
説
 

明
さ
れ
る
も
の
を
目
指
し
た
。
 

や
ん
ば
る
国
立
公
園
 

「
や
ん
ば
る
（
山
原
）
」
と
は
、
う
ち
 

な
ー
ぐ
ち
で
「
沖
縄
島
北
部
の
山
々
が
 

連
な
り
、
鬱
蒼
と
し
た
常
緑
広
葉
樹
の
 

森
が
広
が
る
地
域
」
と
い
う
意
味
を
も
 

ち
、
明
確
な
場
所
の
定
義
は
な
く
、
広
 

義
で
は
名
護
市
と
国
頭
郡
の
町
村
全
域
 

を
指
す
。
や
ん
ば
る
国
立
公
園
は
、
こ
 

の
 
「
や
ん
ば
る
」
 
の
中
核
を
占
め
、
国
 

頭
村
と
大
宜
味
村
、
東
村
に
ま
た
が
っ
 

て
い
る
。
二
〇
一
六
年
に
国
立
公
園
に
 

指
定
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
国
立
公
園
 

で
、
日
本
最
大
級
の
亜
熱
帯
照
葉
樹
林
 

や
サ
ン
ゴ
礁
が
分
布
す
る
海
域
を
も
ち
、
 

固
有
種
や
希
少
種
、
多
様
な
動
植
物
が
 

生
息
生
育
す
る
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
 

地
域
で
あ
る
。
こ
の
や
ん
ば
る
国
立
公
 

園
を
代
表
す
る
、
ま
と
ま
っ
た
面
積
の
 

亜
熱
帯
照
葉
森
林
は
ブ
ロ
ツ
コ
リ
ー
の
 

森
と
も
評
さ
れ
、
独
特
な
景
観
を
呈
す
 

る
樹
林
が
一
様
に
広
が
っ
て
お
り
、
こ
 

れ
ら
の
多
く
の
森
は
琉
球
王
朝
時
代
よ
 

り
杣
山
と
し
て
古
く
か
ら
人
の
手
が
入
 

っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
二
次
林
で
あ
る
。
 

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
国
立
公
園
と
異
な
 

り
、
国
立
公
園
の
指
定
要
件
で
あ
る
 

「
我
が
国
の
景
観
を
代
表
す
る
と
共
に
、
 

世
界
的
に
も
誇
り
う
る
傑
出
し
た
自
然
 

の
風
景
で
あ
る
こ
と
」
が
一
般
に
は
な
 

か
な
か
実
感
し
に
く
い
と
い
う
現
実
が
 

あ
る
。
 

, 

地
生
態
学
図
と
 

や
ん
ば
る
の
森
の
地
図
帳
 

や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
地
生
態
学
図
 

を
図
2
に
示
す
。
地
形
分
類
図
、
地
質
 

図
、
土
壌
図
、
植
生
図
を
重
ね
合
わ
せ
、
 

そ
の
対
応
関
係
を
見
な
が
ら
地
域
区
分
 

を
行
っ
た
。
作
成
精
度
縮
尺
は
お
お
む
 

ね
一
〇
万
分
の
ー
と
し
、
現
存
植
生
図
 

の
凡
例
色
を
ベ
ー
ス
に
彩
色
し
た
。
そ
 

の
結
果
、
や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
地
史
 

的
な
背
景
や
植
生
（
人
為
的
な
攪
乱
）
 

か
ら
、
五
つ
の
地
域
（
ェ
コ
リ
ー
ジ
ョ
 

ン
）
に
大
別
さ
れ
た
（
a

・
辺
戸
・
ネ
 

ク
マ
チ
ヂ
（
石
灰
岩
地
）
、
b
．
や
ん
 

ば
る
西
岸
（
玄
武
岩
地
）
、
c

．
与
那
 

覇
岳
・
玉
辻
山
・
津
波
山
（
中
生
層
）
、
 

d
．
西
銘
岳
・
や
ん
ば
る
東
岸
（
古
第
 

三
紀
層
）
、
e

．
奥
間
（
完
新
世
砂
丘
 

等）。 紙
面
の
関
係
で
こ
こ
で
は
詳
し
く
説
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明
で
き
な
い
が
、
や
ん
ば
る
地
域
で
は
 

北
東
ー
南
西
の
脊
梁
山
地
が
主
軸
と
な
 

り
、
西
へ
向
か
っ
て
基
盤
と
な
る
地
質
 

（
付
加
体
）
が
古
く
な
っ
て
い
る
こ
と
 

か
ら
、
そ
の
年
代
に
よ
っ
て
エ
コ
リ
ー
 

ジ
ョ
ン
と
し
て
区
分
で
き
る
こ
と
、
特
 

に
中
生
代
石
灰
岩
地
域
国
と
玄
武
岩
地
 

域
回
特
有
の
地
形
と
植
生
を
明
確
に
区
 

分
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
植
 

生
の
観
点
か
ら
は
攪
乱
の
多
い
丘
陵
地
 

と
少
な
い
山
地
で
細
区
分
で
き
る
こ
と
、
 

山
林
利
用
、
柚
山
と
し
て
の
や
ん
ば
る
 

の
歴
史
（
例
ー
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ッ
林
）
 

を
反
映
し
て
区
分
可
能
な
こ
と
、
さ
ら
 大宜味村 
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図2 やんばる国立公園地生態学図 

に
は
砂
泥
岩
互
層
地
域
の
急
傾
斜
地
 

（
片
理
面
）
の
偏
在
と
滝
の
分
布
の
関
 

係
性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
見
え
 

て
き
た
。
 

こ
の
地
生
態
学
図
と
あ
わ
せ
て
、
自
 

然
環
境
は
も
と
よ
り
法
規
制
等
の
人
 

文
・
社
会
状
況
に
関
す
る
既
存
主
題
図
 

の
G
I
s
デ
ー
タ
を
幅
広
く
収
集
・
加
 

工
し
て
、
や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
生
物
 

多
様
性
の
特
徴
や
価
値
の
多
面
的
・
重
 

層
的
な
可
視
化
を
試
み
た
。
こ
れ
を
仮
 

に
「
や
ん
ば
る
の
森
の
地
図
帳
（
ア
ト
 

ラ
ス
）
」
と
呼
ぶ
。
 

地
生
態
学
図
を
 

L

d

 

国
立
公
園
管
理
に
生
か
す
 

何
よ
り
も
ま
ず
、
地
生
態
学
図
で
は
 

そ
の
土
地
の
も
つ
自
然
特
性
が
地
域
区
 

分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
 

立
公
園
等
の
自
然
公
園
を
は
じ
め
、
国
 

や
都
道
府
県
な
ど
の
広
域
的
な
生
物
多
 

様
性
や
生
態
系
の
管
理
単
位
と
し
て
有
 

効
で
あ
る
。
国
立
公
園
内
の
自
然
環
境
 

の
特
性
に
応
じ
た
「
場
」
 
の
保
全
策
の
 

検
討
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
 

に
応
じ
た
保
護
や
適
正
な
利
用
に
あ
た
 

っ
て
の
き
め
細
や
か
な
配
慮
事
項
を
検
 

討
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
 

立
公
園
内
の
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
 

続
可
能
な
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
 

と
な
る
「
場
」
へ
の
理
解
、
共
有
が
必
 

須
で
あ
る
。
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
 

地
図
を
元
に
議
論
で
き
る
こ
と
か
ら
、
 

関
係
者
間
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
 

共
通
理
解
を
促
し
、
地
域
の
新
た
な
魅
 

力
の
発
見
に
も
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
多
様
な
主
体
が
 

参
画
す
る
国
立
公
園
の
協
働
型
管
理
を
 

効
果
的
効
率
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
 

も
大
き
く
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
 

さ
ら
に
地
生
態
学
図
を
は
じ
め
と
す
 

る
多
種
多
様
な
地
図
情
報
と
そ
の
読
み
 

解
き
方
を
あ
わ
せ
て
地
図
帳
（
ア
ト
ラ
 

ス
）
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
れ
 

ば
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
知
的
観
光
等
 

の
利
用
促
進
に
つ
な
が
り
、
日
本
の
国
 

立
公
園
の
魅
力
や
価
値
を
広
く
ア
ピ
ー
 

ル
で
き
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
、
つ
。
 

※
加
o
b
e
r
t
G
・
m
巴」
ey
(2002
）
・

Ec
o
]'
egi
o
ロI
B
a
s
e
d
 

D
e
s
i
g
n
f
o
r
S
u
s
t
a
i
n
a
b
i
「ty
・
S
p
r
i
n
g
e
r
 

挿

図

を

元

に

加

工

編

集

 

増
澤
 
直
●
ま
す
ざ
わ
 
た
だ
し
 

朝
日
航
洋
株
式
会
社
を
経
て
平
成
一
六
年
、
 

株
式
会
社
地
域
環
境
計
画
へ
入
社
。
 

N
P
O
法
人
地
域
自
然
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

副
理
事
長
。
 

地
生
態
学
や
景
観
生
態
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
 

自
然
環
境
情
報
の
地
図
化
や
国
・
自
治
体
・
 

民
間
企
業
等
の
生
物
多
様
性
保
全
に
係
る
施
 

策
支
援
等
に
従
事
。
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